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実
質
賃
金
が
低
下
し
社
員
の
生
活
が
苦
し
く
な
る
中
で
、
さ
ら
な
る
物
価
上
昇
に
よ
り
可
処
分
所

得
が
低
下
し
て
家
計
に
大
き
な
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
も
一
時
金
の

大
幅
な
引
き
上
げ
を
要
求
。

我
々
社
員
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
夏
季
及
び
年
末
一
時
金
は
、
低
賃
金
に
よ
る
毎
月
の
赤
字
を
補

填
す
る
重
要
な
「
年
間
生
計
費
」
で
あ
り
、
低
賃
金
構
造
が
続
く
中
で
一
時
金
を
生
活
費
と
す
る
割

合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

従
っ
て
当
組
合
は
、
２
０
２
４
年
夏
季
一
時
金
の
支
払
い
に
関
す
る
要
求
を
左
記
に
申
し
入
れ
た
。

記

１
．
２
０
２
４
年
夏
季
一
時
金
は
、
支
払
日
に
お
け
る
基
準
内
賃
金
の
３
．
５
箇
月
分
と
す
る
こ
と
。

２
．
賃
金
規
程
第
１
３
２
条
第
２
項
（
成
績
率
・
増
額
）
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
所
属
組
合
に
よ

る
意
図
的
な
査
定
を
行
わ
ず
、
公
正
・
公
平
に
行
う
と
共
に
、
第
３
項

（
成
績
率
・
減
額
）
の
適
用
は
行
わ
な
い
こ
と
。

３
．
55
歳
到
達
以
降
の
社
員
に
対
す
る
支
給
に
つ
い
て
は
、
55
歳
到
達
時

の
基
準
内
賃
金
に
支
給
月
数
を
乗
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

４
．
支
払
日
は
７
月
３
日
と
す
る
こ
と
。

招
か
れ
ざ
る
原
発

だ

っ
た
」

女
川
闘

争
伝
え
る
写
真
集
に

脚
光デ

モ
で
原
発
阻
止
を

訴
え
る
か
っ
ぽ
う
着
姿

の
女
性
ら
１
９
７
６
年

ご
ろ
、
写
真
集
「
原
発

の
ま
ち
50
年
の
か
お
」

か
ら東

北
電
力
女
川
原
発

（
宮
城
県
女
川
町
、
石

巻
市
）
の
再
稼
働
が
迫

る
中
、
注
目
を
集
め
る

一
冊
の
写
真
集
が
あ
る
。

「
原
発
の
ま
ち
50
年
の

か
お
」
。
編
者
で
元
女

川
町
議
の
阿
部
美
紀
子

さ
ん
（
72
）
は
「
今
こ

そ
、
招
か
れ
ざ
る
原
発

だ
っ
た
と
い
う
歴
史
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

す
。女

川
原
発
の
反
対

運
動
の
歴
史
を
紹
介

す
る
写
真
集
「
原
発

の
ま
ち
50
年
の
か
お
」

「
原
発
阻
止
」
と
い
っ

た
無
数
の
赤
旗
が
ひ
ら

め
く
集
会
の
様
子
、
漁

船
で
の
海
上
デ
モ
、
機

動
隊
と
に
ら
み
合
う
反

対
派
住
民
…
…
。
収
録

さ
れ
た
３
０
０
枚
以
上

の
写
真
の
多
く
は
１
９

７
０
年
代
、
阿
部
さ
ん

が
自
ら
コ
ン
パ
ク
ト
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
た
も
の

だ
。
機
動
隊
が
反
対
派

に
暴
力
を
ふ
る
う
の
を

抑
止
す
る
た
め
で
も
あ
っ

た
。阿

部
さ
ん
は
中
央
大

を
卒
業
後
、
故
郷
の
女

川
町
に
戻
り
、
回
船
問

屋
を
営
ん
で
い
た
父
宗

悦
さ
ん
（
２
０
１
２
年

死
去
）
が
主
導
す
る
闘

争

に
飛

び

込

ん

だ

。

「
海
に
生
き
る
人
に
と
っ

て
命
そ
の
も
の
で
あ
る

海
を
、
守
ろ
う
と
思
っ

た
」だ

が
、
原
発
建
設
予

定
地
の
土
地
は
ほ
ぼ
全

て
が
買
い
上
げ
ら
れ
た

後
。
反
対
派
は
補
償
金

な
ど
で
ど
ん
ど
ん
切
り

崩
さ
れ
、
女
川
漁
業
協

同
組
合
は
77
年
に
原
発

誘
致
決
議
案
を
可
決
。

女
川
原
発
1
号
機
は
79

年
に
着
工
さ
れ
た
。

22
年
秋
に
出
版
さ
れ

た
写
真
集
の
元
に
な
っ

た
デ
ー
タ
は
、
偶
然
の

重
な
り
で
、
東
日
本
大

震
災
を
生
き
延
び
た
。

08
年
、
女
川
町
が
町

史
の
記
録
保
存
の
一
環

と
し
て
「
こ
れ
も
女
川

の
歴
史
の
一
つ
だ
か
ら
」

と
、
阿
部
さ
ん
に
こ
れ

ら
の
写
真
の
提
供
を
依

頼
。
多
く
の
写
真
が
デ
ー

タ
化
さ
れ
た
が
、
11
年

の
震
災
で
阿
部
さ
ん
の

家
も
町
役
場
も
流
失
し
、

デ
ー
タ
が
入
っ
た
Ｃ
Ｄ

も
写
真
の
現
物
も
失
わ

れ
た
。

し
か
し
、
阿
部
さ
ん

が
仙
台
市
の
知
人
に
渡

し
て
い
た
Ｃ
Ｄ
の
デ
ー

タ
が
別
の
人
の
パ
ソ
コ

ン
に
残
っ
て
い
た
こ
と

が
12
年
に
判
明
。
反
対

闘
争
に
関
わ
っ
た
人
た

ち
の
証
言
を
添
え
、
写

真
集
の
形
で
後
世
に
残

す
こ
と
に
し
た
。

「
原
発
の
地
震
や
テ

ロ
へ
の
対
策
は
ま
だ
不

十
分
だ
し
、
放
射
性
廃

棄
物
へ
の
不
安
も
大
き

い
ま
ま
。
子
や
孫
、
さ

ら
に
先
の
代
に
こ
れ
を

押
し
つ
け
て
い
い
は
ず

が
な
い
。
反
対
闘
争
の

原
点
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
語
る
。

子 ども のため の安 全な 食品の 選び 方 安田節子

私たちの 食環境は、輸入品 や加工食品が 増え続け

ています。 子どもたちは脳神 経の発達途上 にあり、

とくに胎児 期や乳幼児期は有 害化学物質の 影響を受

けやすいた め、特別の配慮が 必要です。こ こでは、

子どもたち が良く口にする食 べ物で、とく に気を付

けていただ きたい食品と、選 ぶさいのポイ ントにつ

いてお伝えします。

小 麦製 品＝パン・麺・菓子（国産小麦や有機小麦使

用のものに）

パン、麺類 などの小麦製品の 多くには、輸 入小麦が

使用されています。その１００%近くから除草剤が検

出されています。

米＝残留するネオニコ系農薬（学校給食はぜひとも

有機米を選んで）

ネオニコチ ノイド系農薬のう ち、米で多く 使われて

いるのがジ ノテフランです。 カメムシによ って米に

黒い斑点が できるのを防ぐた め、カメムシ の殺虫剤

として大量に使用されています。

ハ ム ・ ソ ー セ ー ジ /輸 入 肉（ホルモン剤や添加物

に注意）

ハンバーガーや唐揚げなど、子どもたちは肉が好き。

しかし、原 料となる家畜の過 密飼い、薬漬 け、食品

添加物の使 用など生産段階で 気になること がたくさ

んあります。

魚＝水銀の多いマグロに注意（チリ産サーモンは薬

漬け）

子どもたち に人気のマグロや サーモンです が、安全

面が気にな ります。産地や食 べる類度に気 をつけた

いものです。

フラ イド ポテ ト（米国産は殺菌剤まみれ）

フライドポ テトはファースト フード店やフ ァミリー

レスで大人 気。スーパーの冷 凍ポテトも家 庭でよく

利用されています。

バナ ナ（有機栽培を選ぼう）

バナナは離 乳食にも使われ、 子どもが大好 きな果物

です。バナナはほとんど輸入に頼り、その８割はフィ

リピン産。 基準を超える農薬 が検出され問 題になっ

ています。

国 産 果 物 ・ 野 菜（ネオニコ 系農薬は中ま で浸透、

安心できるものを選ぶ）

野菜は健や かな成長を支える ために欠かせ ません。

しかし、日 本は高温多湿で、 野菜の出荷規 制も厳し

いため、世 界でも農薬使用料 が多い国です 。安心な

野菜や果物をどう選んだらいいのでしょうか。

農作物に 対し、虫食いのな い見栄え重視 を改め、

安全こそ一番の価値とされるべきです。

人間が健康に生きて行く為に１７7

原
発
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ

１
５
５

「
招
か
れ
ざ
る
原
発
だ
っ
た
」
１

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
今
国
会

で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

食
料
は
輸
入
依
存
に
農
業
再
生
の
展

望
な
し

食
料
問
題
で
国
民
の
最
大
の
感
心
は
、

現
在
38
％
で
年
々
下
落
を
続
け
て
き
た
最

低
食
利
自
給
率
を
ど
の
よ
う
に
し
て
引
き

上
げ
て
い
く
か
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
法
改
正
の
方
向
性
を
定
め
た

検
証
部
門
の
「
最
終
と
り
ま
と
め
」
で
は
、

私
た
ち
の
食
料
の
確
保
と
生
存
を
他
国
に

任
せ
る
も
の
で
し
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ

る
異
常
気
象
で
、
世
界
各
地
の
食
料
生
産

が
困
難
に
直
面
し
て
い
る
な
か
で
、
食
料

自
給
率
の
引
上
げ
は
不
可
欠
で
す
。

今
回
の
法
案
審
議
で
は
、
「
食
料
自
給

率
の
引
上
げ
の
具
体
的
手
立
て
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
改
正
案
で
は
、
「
安
定
的
な

輸
入
の
確
保
」
と
輸
入
食
料
、
に
依
存
す

る
方
向
性
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
不

足
の
事
態
に
直
目
に
し
た
と
き
は
、
戦
前

に
直
面
し
た
時
は
、
戦
時
立
法
の
よ
う
に

罰
則
付
き
で
作
物
増
産
を
命
ず
る
法
案
も
。

い
ま
、
農
業
者
が
高
齢
化
し
、
後
継
者

も
い
な
い
状
態
を
迎
え
て
い
る
な
か
で
、

食
料
自
給
率
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
も
、

自
給
的
農
家
を
き
ち
ん
と
農
業
政
策
に
位

置
づ
け
る
べ
き
で
す
。
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物
価
上
昇
を
上
回
る

大
幅
賃
上
げ
を
と
、
岩

手
労
連
は
第
95
回
メ
ー

デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会

を
岩
手
公
園
で
6
０
０

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

働
く
者
の
団
結
で
生

活
と
権
利
を
守
り
、
平

和
と
民
主
主
義
、
中
立

の
日
本
を
め
ざ
そ
う
と

!
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

中

野

る

り

子

議

長

は

「
全
国
単
独
最
下
位
の

最
低
賃
金
の
い
わ
て
最

低
賃
金
の
引
上
げ
、
全

国
一
律
１
５
０
０
円
を

目
指
し
、
法
律
で
認
め

て
い
る
ス
ト
権
を
力
に

団
結
し
よ
う
と
」
と
挨

拶
。達

増
拓
也
知
事
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
横
沢

参
議
院
議
員
、
共
産
党

吉
田
恭
子
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
の

プ
ラ
カ
ー
ド
、
横
断
幕

に
は
、
自
民
裏
金
政
治

に
Ｎ
Ｏ
・
団
結
で
賃
上

げ
、
時
短
の
実
現
!
、

最
賃
全
国
１
５
０
０
円
、

最
賃
上
げ
ろ
!
、
医
療
・

介
護
・
保
育
な
ど
、
福

祉
の
充
実
、
病
院
・
保

健
所
の
統
廃
合
許
す
な

年
金
・
生
活
保
護
の

引
き
上
げ
、

マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
強
制
化

反
対
、
紙
の
保
険
証
廃

止
す
る
な
、
消
費
税
減

税
実
現

イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
廃
止
と
、
不
公
平

税
制
の
是
正
を
、
家
族

農
業
を
守
り
、
食
料
自

給
率
向
上
、
日
本
の
食

と
農
を
守
れ
と
労
働
者

の
切
実
な
要
求
が
目
白

押
し
で
し
た
。

デ
モ
行
進
終
了
後
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
通

信
労
組
・
鉄
道
・
国
公

の
組
合
員
Ｏ
Ｂ
含
め
９

名
で
葉
桜
の
花
見
&
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

沖

縄

の

視

点

か

ら

批

判
沖
縄
の
視
点
か
ら
現

行
憲
法
の
意
義
を
考
え

よ
う
と
い
う
元
琉
球
新

報
論
説
委
員
長
で
、
基

地
問
題
に
詳
し
い
沖
縄

国
際
大
大
学
院
の
前
泊

博
盛
教
授
（
安
全
保
障

論
）
が
「
沖
縄
が
問
う

日
本
の
憲
法
、
安
保
、

地
位
協
定
」
と
題
し
て

講
演
。
「
閣
議
決
定
の

連
発
は
危
険
」
と
話
し

た
。「

捨
て
石
」
に
さ
れ

た
沖
縄
戦
で
多
数
が
犠

牲
と
な
っ
た
沖
縄
。
戦

後
は
「
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
」
で
収
奪
さ
れ
た

土
地
が
米
軍
基
地
に
な

り
、
国
土
の
わ
ず
か
0.6

％
の
沖
縄
に
米
軍
専
用

施
設
の
７
割
が
集
中
す

る
。２

０
１
９
年
に
辺
野

古
沿
岸
部
の
埋
め
立
て

の
是
非
を
問
う
県
民
投

票
が
あ
り
、
反
対
が
7

割
を
超
え
た
。
現
職
の

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
も
22

年
、
辺
野
古
移
設
反
対

の
立
場
で
再
選
し
た
。

だ
が
「
民
意
」
に
反
し
、

辺
野
古
で
新
基
地
建
設

が
強
行
さ
れ
て
い
る
。

前
泊
教
授
は
こ
う
し

た
沖
縄
の
歴
史
を
概
観

し
た
う
え
で
、
「
今
ま

た
、
沖
縄
を
含
む
南
西

諸
島
で
自
衛
隊
の
増
強

が
図
ら
れ
て
い
る
」
と

懸
念
す
る
。
こ
の
「
南

西
シ
フ
ト
」
に
合
わ
せ
、

政
府
は
５
年
間
の
防
衛

予
算
を
従
来
の
１
・
５

倍
と
な
る
43
兆
円
に
増

や
す
こ
と
を
決
め
た
。

「
こ
の
国
の
危
険
な

と
こ
ろ
は
、
軍
事
力
の

強
化
や
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
方
針
な
ど
が
、

十
分
な
国
会
審
議
も
な

く

、

憲

法

を

超

え

た

と

こ

ろ

の

閣

議

で

決

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
」

と
批
判
。

「
平
和
憲
法
を
ど
う

守
り
抜
く
の
か
。
ひ
と

た
び
戦
争
に
な
れ
ば
な

す
す
べ
は
何
も
な
い
。

投
票
が
で
き
る
今
の
う

ち
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
政

治
家
を
選
ぼ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

（
「
平
和
憲
法
を
ま
も

る
秋
田
県
民
集
会
」
）

格
差
と
貧
困
の
拡
大
阻
止
し
、年
金
・
生
活
保
護
の
引
き
上
げ
を
目

指
し
て
第
95
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会

自民裏金政治にN O

最賃全国１５００円

４
月
10
日
、
花
巻
花

の
万
寿
山
は
天
気
に
恵

め
ぐ
ま
れ
多
く
の
登
山

者
が
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
初
め
て

金
矢
コ
ー
ス
か
ら
登
り

ま
し
た
が
、
温
泉
か
ら

の
登
山
口
を
探
す
の
に

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

金
矢
コ
ー
ス
は
登
り
や

す
く
ス
イ
ス
イ
と
頂
上

に
い
け
ま
し
た
。
佐
藤

さ
ん
は
、
金
矢
温
泉
デ

ポ
し
た
車
を
取
り
に
行

く
た
め
台
温
泉
駐
車
場

か
ら
の
登
山
、
頂
上
で

皆
さ
ん
と
昼
食
後
一
緒

に
下
山
。
色
々
の
花
が

愛
ら
し
く
咲
い
て
い
ま

し
た
。

今
年
も
シ
ュ
ン
ラ
ン

に
会
え
ま
し
た
。

天
気
も
良
く
、
気
持
ち

の
い
い
山
行
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

藤
谷

天
気
も
良
く
万
寿
山

ハ
イ
キ
ン
グ
最
高
で
し

た
ね
。
春
蘭
初
め
て
見

ま
し
た
（
素
敵
）
。

日
出

４
月
20
日

。
石
ケ
森

に
行
き
た
い
ね
と
５
人

が
集
ま
り
、
澄
み
き
っ

た
空
気
に
青
空
と
登
山

日
和
心
地
よ
い
汗
を
か

き
ま
し
た
。

今
日
の
石
ヶ
森
、
私

た
ち
は
「
ヒ
イ
、
ヒ
イ
」
、

ヤ
ン
グ
マ
ン
は
自
転
車

で
登
り
ま
し
た
。

細
川

今
日
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
、
年
に

は
勝
て
な
い
登
山
で
し

た
が
、
皆
さ
ま
と
楽
し

い
１
日
を
過
ご
し
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

こ
れ
か
ら
も
ご
一
緒
で

き
る
事
を
楽
し
み
に
て

お
り
ま
す
。

谷
村

こ
ち
ら
こ
そ
お
世
話

に
な
り
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
５
人
で
楽

し
い
登
山
で
し
た
。

妙
子

色
々
な
樹
木

に
名
札
が
付
い

て
い
た
り
、
群

生
は
し
て
い
な

く
て
も
春
の
山

野
草
が
様
々
咲

い
て
い
た
り
、

楽
し
山
で
し
た
。

藤
谷

４
月
９
日

自
民
党

の
テ
レ
ビ
報
道
・
頭
に

き
て
、
腹
立
た
し
く
・

見
た
く
な
い
の
で
気
仙

沼
２
人
で
快
晴
の
秋
駒

に
。
潤
は
膝
痛
我
慢
で

の
４
回
目
山
ス
キ
ー
、

男
女
岳
頂
上
で
し
た
。

頂
上
直
下
斜
面
は
な
か

な
か
快
適
。
３
６
０
度

の
パ
ノ
ラ
マ
素
敵
で
し

た
。

齋
藤
、
日
出

呟
き
55

食
・
農
基
本
法

食
料
・
農
業
基
本
法
改
悪
法
案

4
月
19
日
衆
議
院
本
会
議
で
可
決

食
料
自
給
率
追
及
を
放
棄
し
て
い
る

自
民
・
公
明
・
維
新
は
賛
成

立
憲
・
共
産
は
反
対

日
本
人
の
食
料
は
ど
う
す
る
気
な
の
か

輸
入
に
頼
る
の
か

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ガ
ザ
な
ど

世
界
の
情
勢
は
不
安
だ
ら
け

世
界
が
乱
れ
れ
ば
輸
入
は
怪
し
く
な
る

食
料
自
給
こ
そ
が
な
に
よ
り
の
安
心

食
料
自
給
に
政
府
は
責
任
を
持
て

署
名
を
集
め
て
い
ま
す

井
上

駿

４
月
10
日
、
登
山

メ
ン
バ
ー
は
、
「
皆

早
や
花
見
」
（
み
な

は
や
は
な
み
）
と
恒

例
の
万
寿
山
へ
。

台
温
泉
に
向
か
う

下

山

ル

ー

ト

に

は

「
派
手
な
花
」
（
は

で
な
は
な
）
で
は
な

い
が
、
可
憐
な
花
が

た
く
さ
ん
咲
い
て
い

た
。
「
意
外
や
意
外
」

（
い
が
い
や
い
が
い
）
、

「
奇
抜
な
椿
」
（
き

ば
つ
な
つ
ば
き
）
や

「
気
さ
く
な
草
木
」

（
き
さ
く
な
く
さ
き
）

と
も
出
会
え
た
。

こ
の
日
の
夜
。
山

行
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
晩
酌
。
残
り
物

の

「

今

朝

の

鮭

」

（
け
さ
の
さ
け
）
、

「

納

豆

と

ツ

ナ

」

（
な
つ
と
う
と
つ
な
）
、

「
珍
味
の
ミ
ン
チ
」

（
ち
ん
み
の
み
ん
ち
）

を
肴
に
し
た
。
私
も

「

酔

い

た

い

よ

」

（
よ
い
た
い
よ
）
と
、

酒
を
飲
め
な
い
妻
が

隣
で
ぽ
つ
り
。

以
上
、
「

」
内

は
逆
さ
文
字
。
「
真

逆
さ
ま
」
（
ま
さ
か

さ
ま
）
か
ら
も
読
め

ま
す
。
島
村
佳
一
さ

ん
の
著
書
を
参
考
に

「

家

内

の

田

舎

」

（
か
な
い
の
い
な
か
）

で
の
つ
ぶ
や
き
。
皆

さ
ん
か
ら
の
「
何
か

い
か
ん
な
」
（
な
ん

か
い
か
ん
な
）
の
苦

言
は
覚
悟
の
上
。

細
川
忠
雄

つ
ぶ
や
き半

妄
想
回
文

今
年
も
花
の
万
寿
山
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。

イワウチワ

春蘭

登
山
日
和
の
石
ケ
森

秋
駒
男
女
岳
春
ス
キ
ー

頂上直下斜面


